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このたびは、日立温風クリアヒーターを 
お買い上げいただき、まことにありがと 
うございました。ご使用の緩はこの取扱 
説明書をよくお読みになり、ご家族を員 
で正しくご使用ください。 

なお、お読みになったあとは保証書、ご 
相談窓口一質表ととちに、大切に保存し 
てください。 
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安全のため必ずお守りください 


絵表示について 

ををに正しくお使いいただくために、この取扱説明書および製品への表示では、ご使 
用になる方への危害や損害を未然に杭止するために、次のよラに区がして表示してい 
ます。その巧客をよく理解してからご使巧<ださい。 

A 樹资 

この表示を無視して誤った取扱いをずると、人が死じまたは重傷を貧ラを険、または 
乂災のを険び差し迫って生じることが想定される巧容をおしていまず。 

A 警告 

この表示を無視して誤ったお扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ可能な、また 
は火災の可能性び想定されるの容を示しています。 

| a ま,局 

この表示を無視して誤った取扱いをずると、人が傷害を負ラ可能性や、"物的損害のみ 
の発生が想定される巧容を示していまず。 

"物的損害とは、家屋-家財および家吾-ぺットなどにかかわる拡大損害をおしていまず。 

/ 

絵表示の意ほ 

V 

〜の W ホー1斗け* LI この絵表示は必ず 

か S 細！ Osif 巧しご吉く 

^ 圆剛ず 。 J 


A 筒资 

ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使巧しないでください。 

♦乂がの原因にな0まず。 

^ ゾ 



A 警告 


がれち険 

給排気筒(管、ホース）び 
正しく接続されているか 
確認してくだごい。 

* がれていると、運転中に排 
ガスが室内に漏れて危険で 
ず。 




温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで遍風欧 
出□や空気取入□をふ 
さがないでください。 


* 衣類や祇などでふさぐ 
と、火災の原挺になり 
ます。 


給排気筒トップ閉そく危険 

積雪のをいとさには、給排気筒トツブ 
のまわりが雪でふをがれていないこと 
を確認してください。1/ん 
ふさがれているとき 
は除雪してくださし、。 

•運乾中に排ガスび室巧 
に漏れて盾険です。 


〇 



据付けや移動は販売店へ 
依頼する 

据巧けや移動は、おずお買い止げの販売店に依 
頼して < ださい。 

♦ご自分で据巧け工事をされ不備びあると，感電や火 
がの原因にな0ます。 
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A ま意 


カーテン•可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやずいものを近づけな V 
いで < ださい。 



♦乂がの発をするおそれがあ0ます。 


給油時消义 

給油は必ず消乂してか5行なってくだ 
さい。 


〇 



が<がのおそれげあ0ます。 

こぼれた巧巧は、よ<おき取ってください。 


温風に直接当たらない 

温風に直接長時間当た5ないで < ださ 
し、。 


♦お遍やけどや脱? K 症状に 
なるおそれがあ0ます。 
•お子様や自分の意志でが 
を動かだない方を、遇風 
が直接当たる場所に握か 
だないでくだごい。 



高温部接触禁止 

燃焼中や消火直をは、高温部(遍風峽 
出口，給拼気筒トップなど）に手をふ 
れないで < ださい。 




>やけどのおそれびあります。 



油ちれ確認 

給油□□金は確実にしめてください。 


〇 


分解修理の禁止 

不完全な僖理や改造は危険です C 




>給ミ由□□金を下にして、油漏れ 
びないことを確かめてくださし、。 
>1□をを斜めに締めた D すると、 
簡單に口をびはずれて、火災の 
おそれびおりまず。 




>顿障、破損したときは使巧しないで C ださい。 


異常時使用禁止 

巧~異常を感じたときは使用し 
ないで < ださい。 



改造使用の禁止 

巧造して使巧しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には、巧暖 
房用熱交換器などを取付けないで<だ 
さい。 


0 


* 異常燃焼のおそれびお0ます。 

M ま用中に異皆を感じたり、地震などの繫急の場合は、 
あわてずに消火して<ださい。 


>火がやがガスび室内に漏れる原因とな0危険でず。 


取扱編 


を全のため必ずお守り<ださい 
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安全のため必ずお守りくださし、 


A ミ主意 


スプレー 生にま意 

スプレー生を温風のあたるところに放 
置しないでぐださい。 

•熱でスプレー吿の爆発や 
火がのおそれがあ0ます 

ス I -ーブの近くでヘアスプ 
レー等の引火物は使巧しな 
いで < ださい。 

•火災の原因とな0ます。 




電源 コー ドを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物 
を載せたりしないでください。 

電源プラグを抜くとを 
は、コードを持って引 
き抜かないでくださし、。 

■火災や感電の原因になります。 


0 



電源プラグは確実に差し 
込む 

電源プラグはコンセント 
に很元まで確実に差し込 
んで < ださし、。 

傷んだプラグやゆるんだコンセ 
ントは使用しないで < ださい。 

•乂ぶの原因になります。 



長期間使用しないときは 
電源プラグを巧ぐ 

長期間使巧しないとさは、 

電源プラグを抜いてくだ 
さし、。 


>乂がやず想しない事故の 
原因にな D ます。 



電源プラグのお手入れを 

ときどきは電源プラグ 
を巧寺、ほこ0や金属 
物などを除去してくだ 
さし、。 


脚^^ 


めれた手で電源プラグに 
さね5ない 


>ほこりびたまると湿気などで絶縁不良にな0、火災 
の原因にな0ます。 


>感電の原因にな0ます。 



高地(標高1500 m 切上)で 
は使用でさません 


0 


溫風吹出口に物を入れない 

温風吹出□など開口部に針金等の金属 
や紙等の燃えやすいちのを入れないで 
ください曰 ご^^^!^^^ 






>不完を燃焼の原因にな0ます。 


>感電や火がの原 
因にな0ます。 



■熱に弱いじゅラたんやフ□ーリング-床の上で長時間使用ずると、変色したりそり返ることげ 
盧 あ0まず。熱に強いポリエステル系のマットなどを敷いてください。 

«« •このストーブを使用ずると、お部屋が乾燥し、禮康上および家屋や家具等に悪い影涯を与える 
V 1 ことがあります。乾燥ずる場台は、加湿器をおまめのラえ、併用してください。 
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各部のなまス 


が観図 


[操作部•表示部 

ふたをおけると 
中に操作部-表示部 
びあ0まず。 

6〜7ページをお読 
みください。 


切ポタン 


運乾ボタン 



のぞさ窓 


温風欣出口 




タンクふた 


給油タンク 



とつて 


キャビネット 


巧震自動消火装置 

巧部にあ D ます 


定油面器 

巧部におります 

台 

定油面器セツトレバー 
風向調節つまみ 


本体固定金具 
取付け口 

室通センヴ 

(ルー ムクーモ） 


排気管外れ検知 
U - ド線 


送油管接続口 

(別設油タンク使用時) 



背面カパー 

(付属品） 


巧流用送風機 

(温風フ7^ン） 


排気管 
給気 ホース 

給が気筒 
電源プラグ 


取扱編 


ち全のため必ずお守りください/各部のなまえ 
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デジタル表示 （□ □は例示です） 

①設定温度と現在室邁 

图 

③現巧時刻 

« 曰 

③おはよラタイマーセツト時刻 

W 因 

® 油切れ消火までの残0時間 

□ 

⑤安全装置作動 

□ 

⑥お器故障 

口 


チャイルド□ック 
ランプ 圆 

点灯••チャイルド□ジク 
のたットを轰わし 
ていまず 


樹連続ランプ [15] 

点の…が連掃運転中でず 


給油ランプ 1 X 1 

点滅…油切れでず 

20〜30分をにお义しまず 

点滅し運転ランフが消の… 
油切れでミ肖乂しました 


弱一微ランプ [jg 

点む…弱一が運転中です 


おさえめランプ ！] U 

点订…おさえめ運転やでず 


速暖ターポランブ 

圃 

点灯•••速腹ターボ運転中 
でず 


切ボタン 励 

•消乂ずるとを押します 

•チでイルド □ ジクをセ 
ットずるとを押します 

圆 


運$^ポタン 
(運転ランプ兼用） 

•運転(点火）するとを巧し 
ます 

•チぉイルド□ックを解除 
ずるとさ巧しまず fig 


パワー塞おポタン QJ ] 

おさえめ運お•弱 W 微運転， 
が連続運転をセットずると 
き押します 


f - ^ 

おやずみタイマーランプ 

圃 

点灯•••おやずみタイマー 
運振中でず 

(セットを1時間で消灯しまず） 


厂 

おやずみタイマーボタン 

圃 

巧おやずみになるときなど、 

1 時間だけ運転したいとき 
に押しまず 


おはよラタイ 7— ボタン 

闹 

朝など自動のに運起させた 
いとき押しまず 

し - J 


L J 



J 


K. _ィ' 
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おはよ弓タイマーランプ 

圃 

点な…おはようタイマー 


時刻設定ポタン 丘国 


室温/時刻合わせボタン 

關 


現な時刻をセツト(修正） 


室温のセット、または現在時刻、 

タイマー運睛の 

作動中です 
セツト時刻になる 
と消むします 


ずるとき押しまず 


時刻をセットずるとを押しまず 




^ J 



ソ 
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各部のなまえ 


[ n 内の数字は詳しい説明のあるべージでず C 


操作部-表示部のなまえとはた5さ 


取 

扱 

編 


各部のなまえ 



画國國國因画 




























































使用前の準備 


燃料 


燃料は灯油 ( JIS 1 号'打油）を必ず使用し 
て < ださい。 

変質巧油、巧れた巧油、水のまじった巧油などは、 
絶巧に植巧しないで < ださい。 

•ガソリン、シンナーなど、褲発巧の高いちのを使用す 
ると、火災の原因にな0ます。 

を質なミ由，不純打油とは 
矮質巧油^ 


♦昨シーズンより持ち越したをの 

•曰光のあたる場所で長期間保管したちの 

•高温の場所で長期間な管したちの 

•容器のふたをあけて長期間保管したをの 

•乳白色のポ U 容競でイ果管したちの 

ひどく変質したむ油は、ラず黄色昧がかったり、ず 

っばいにおいがしまず。 

不純な油） 

な油がの油（乃ソリン•軽ミ由，食用油など）がほん 

の少しでち混入したらの 
* 水やごみが混入したちの 
*口油添加剤、燃焼促進剤などを添加したちの 


巧油の保管のしかた 

巧油は、必ず乂気、雨水、ごみ、高漏および直 
射曰光を避けた場所にな管してください。 
直射日光が巧油をを質さはるため、光のとおり 
にくい着色したポ U タンク（灯油用）を使用して 
<ださい。 

〇 良い保管 X 悪い保管 




巧油とガソリンの見分けかた 

指先につけて息を砍をかけます。 

* 火の気のないところで行なってください。 


灯油 がソリン 



めれたまま すぐに乾く 


を質な油-不純な油を使用ずると 

♦点火しない 
* 使用中に消火ずる 

♦炎び伸び、スス（煙)が出る、などの原因にな 
0まず 



変質灯油-不純灯ミ由を使ったとき 

* 給油タンク、油受け m の巧袖を抜きとり （21 
ページ参照 K 給油タンクは良質の灯油で內部 
を2〜3回洗ってか5給迎してください。 
♦悪い灯油を巧きとってち効果びないときは、 
お買い上げの販売店にご相談ください。 
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給油のしかた 必ず消乂してか5行なつてください 


1 給油タンクを取り出ず 

給油□口金をはずしてくだをい。 


2 給ミ由ずる 

油量計の中央に油面がぐるまで、市販の給ミ由 
ポンプで給油ずる。 


参こぼれたむ油はよくふきとってください。 


3 給油□□金を確実に締める 

口をを下にしてを油漏れがないことを確認し 
て < ださい。 


•化のス I ^ープの給油□□をを使用しないで<だ 

さし、。 



义 





4 給油タンクをセットずる 

給油ランブが消巧してか5点义してください。 


•视めての使用やシーズン最视、油切れで消火し 
たときなど、給油ランプび扁滅しているうちは、 
運転ボタンを巧してを点火しません。 




給油タンクの持ち運 
びには、上下2つあ 
るとつてを利用して 
<ださい。 


別說由タンク使用のときは 

©油タンクの給油□ふたを外し、油量計の指針び 
「満」位里になるまで給油しまず。 

• r 滿」 ULh は入れないでください。 

倍ミ宙口ふたをしっかりとしめ、送5由バルブを開 
さまず。 

• 燃糾切れに注意して < ださい。 













































































使用前の準備 


運転開始前の準備と確認 


1 定ミ由面器をセットずる 

正面ち下にあるセットレパーを2〜3回押し下げて 
ぐださい。 

•この操作を忘れますと、油が流れず、点火しまはん I 



2 排気管接続部を確認ずる 

給が気筒と確実に接続され、巧け止め金具で正し 
く固をされているか、また、掛気管妍れ検巧リー 
ド線が確実に接続されているか確認してくださし、。 



3 電源を接続する 

電源フラグを、コンセント（一般家庭巧100 v ) にし 
つかり差しをんで < ださい。 



4 ストーブ周辺を確認ずる 

ストーブの周辺や屋外の給が気筒先端部の近く等 
に、燃えやずいちのや危検物が置かれていないか、 
確かめてください。 




5 ミ由ちれを確認ずる 

ストーブの下（置台の上)、油タンク、ゴム製送油 
营やその接続部等に、油ちれや油だま0がないか 
確かめて < ださい。 
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使用なま 運乾のしかた 


[ n 巧の数字は詳しい説明 
のあるページでず。 


これつをり 
ボタン運転画 

運転ボタン、切ボタンを巧 
ずだけの簡単操作 

室温センヴーが感知ずる情 
報をちとにマイコンがファ 
ジィ制御して運転します 


点义 



運転ボタンを押す 

•運範ランブ(運転ボタン） 
点灯 

♦約目0秒後に点火しまず 


>点火時の室為び低い(約10 
む劫下)ときはしが弓く若 
干畜い熱養で暖房し、運転 
当初の肌きさを防ぐため少 
し高めの温度で運転します 
(速おターポランフが扇打しまず) 
•タイマー運転時、おさえ 
め運転中の再点火時、パ 
ワー塞択の弱一微運乾- 
微連続運転を選巧中は速 
照夕ーボ運転はしまなん 


消火 



切ボタンを巧ず 
•運転ランプミ肖巧 


お好み設定 

寒さやお部屋の大ささ 
に応じて室通讀節、パ 
ワー涅択ができまず 

巧みの室温を t , 

セット UU 


室温謂節ボタンを巧ず 


時 


窒3»巧ちねせ 
@ ® « 


>巧ずごとに1むづつ変わ 
0まず 
>8でから32むの範理が 
セツトできます 


パワー選お间 


パワー還択ポタンを巧ず 



♦巧すごとにおさえめ連 
範•おさえめ/弱一微 
組合わせ連転-疆一微 
運転•微連続運転•パ 
ワー選択解除に切〇換 
わ0ます 


チャイルド□ツク 

圃 


お子様のいたず5操作 
を防止しまず 
停止中に切ポ 
タンを已秒む 
巧に5回押す 


巧 


>チャイルド□ツク 
ランプ点な 


/寺 


タイマー運乾 

おはよラ 


おやずみ 

タイマー 


タイマー 

朝おめざめの時刻 


1時間運転後、白®停 

|し設定室温 I しなる 


止します 

よラ運臨しまず 


これつを0ポタン達転 



中でをセットでをまず 

I 

I 

X / 

現在時刻をセツ 


おやずみタイ 


時刻設定ポ 
タンを巧す 



時剔をわはボタンで 
時刻を合わせる 
9綱 

時广 


至3厢な 


巧 


再度時刻設定ボタンを巧ず 
♦現な時剔がセットさ 
れます。 


おはよラタイマ 
ーボタンを巧ず 

斬み） 



•おはよラタイマー 
ランフ点滅 


あたためておさ 
たい時刻をセツ 

卜 晒 

時刻合わせボタンを 
巧す お5/喊胎 

時 


お》 
n 


セットした時刻 
に近づくと運範 


マーボタンを 
巧ず 回 



•おやすみタイマー 
ランプ点灯 


1時間運転を 
自動消义 


>ランプ消'丹 


取扱編 


使用前の準備 


使用方 


運転のしかた 
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使用ちミちこれつきりボタン運輯 


点义 


運乾ボタンを押ず 



運括ボタン 

f 運超ランプち1 
I 兼なています j 

巧ボタン- 

デジタル表示- 



設^温と現な室温の差が3でじ1上のときはオレ 
ンジで、 2で政巧のときはグリーンで運起ランプ 
が点巧しまず。燃焼用送風機ち運転します。 
•デジタル表示に「設定室適」「現在室適」び表示されます。 

設趙温 現轄温 

岡 ra 


あらかじめ設定室温はのごにセツトされています。 
約50抄後に点火します。 

運転ポタンを巧してから約 4 分 30 秒たちますと温風 
フアンび回り、温風び辻!ます。 

設定室恵になるよラに室温 iz ンサーが室混をキヤツチし、 
マイコンで熱麗をフアジィ制御しまず。 

お乂時の室温が低い（約 10 t ： L ； rF ) ときは、点乂をしば 
5ぐ「強 J 燃巧より若干高い熱量で曜房（速睡夕ーボラン 
フ席巧）し、お部屋の通度び設定室温に達したら、しぱ 
5<設定室温よりかし高めの温度で運転しまず。 
f 運転当初はをえている壁や渐[熟が奪われ、設定^ 

I した室温より抓きごを感じるのを防ぐためでず。/ 


_ お 願し、 _ 

*巧めての使用、シーズン最巧の使巧、長期間使用し 
なかったときなどは、バーナーへの送油バイフ巧が 
空になってお0、点乂揉作してち点乂せず、デジタ 
ル表示に □! が表示されることがあ0ます。 

このよラなときは切ポタンを巧し、再度運転ボタン 
を巧して点乂してください。 

■点乂を、しば5< して自然に消乂し、デジタル表示 
に □) が表示されているときは、定油面器に油が流 
入していないことがちえ6れまず。 

巧ボタンを押し、定油面器をセットしなおしてくだ 
さい。 （10 ページ参照） 

* 正しい点乂操作を巧っても点火せず、デジタル表示 
にび表示されているときは、点乂ヒータの故障 
等が考え5れます。切ボタンを巧し、お買い上げの 
販売店に点横を依賴してください。 


消乂 


切ボタンを巧ず 




•扭 




み 


為 


「運転ランプ J が消丹し、約50秒ほどで消火しまず。 

•温風フアンはストーブが冷えると目動的に停止します。 
•外出するときは、必ず消火して<ださい。 

•長期間留守にするとをは、必ず里源プラグを巧いて里源 
を切ってください。 


消义後再点乂ずるとき 


「切ボタン J を押したを、ずぐに運転したし谓合 
でち、温風フアンが止まるまでお待ちください。 
ずぐに r 運転ポタン」を押してを、消乂操作後約 
5分間は運乾が開始されません。 



お願い 


緊急時や長時間使用しないとき仪がは、電源プ 
ラグをコンセントから抜かないで< ださい。 
燃焼中に里源プラグを巧きまずと、のぞを窓の 
くもりや異常点火の原因となりまず。 



停電や地震があったとを 一安を装置が作動して運乾を停止しまず。一 

圓停電ね X 友つたとを（電源プラグがコンセントから巧けたときを同じでず。） 

再び通電されてち運転しません。再点乂はス I ブが冷えてから巧なって<ださい。 

•暖かい5ちに点火操作しますと、過熱防止装置が動作ずることびあ0まず。 

•現を膊刻、おはよラタイマー運転時刻、設定室温、パワー選択の記憶が解除されまず。 

それぞれセツトしなおしてください。 

■地震（強い衝撃）があったとき 

デジタル表おに [ J を表示しまず。 

•切ポタンを巧すとデジタル表示は消えまず。 

•再点乂は温風フアンび止まってから、固囲のを全を確認して行なって<ださい。 


取扱編 


これつさりボタン運乾 


使用方法 
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使用方法お好み設定 


室温の調節 


室温調節ボタンを押ず 


設趙温 

現禮湿 

み? 


in 

心 


室温/時刻合わせ 
時分 



巧ずごとに1たずつをわりまず。 

デジタル表示の設定室温を見なが5 1 ットしまず。 

■室温は8でか532での範圃びセットできます。 
■「現な室温」は5でか636での範囲が轰示されます。 
• r 設定室温」は、一度セットずれば記憶していまず。 
♦現な室温は部屋の温度の目安です。 

温度計とは一教しないことがありまず。 


室温調節ポタン 



風向謂節のしかた 

このス I ブは、温風の向さを左-ち方向に変え5 
れる風向板び、遍風欧出□の巧側にあ0まず。 

フ□ントカ/ (一の下部（中巧）にある風向調節つまみ 
ち左にずるとを方向に、ちにずるとちち向に温風の 
向きを調節でさます。 






一 風向調節つまみ 



I i ^ p-i 運転ボタンを巧してか5操作します。 

/ ' ノ —度 f 八パワ-選択ボタンをがしただけでは運乾しません。 


くセツトのしかた> 


パワー選択ボタンを押してセツトしまず。 
巧すごとに次のように切日換わ0まず。 


( msjiJ ?) 






パ 


〈巧期〉 

<パト選択解除〉 

〇おさが 
〇弱一微 
〇微連続 


<おさ元め運乾> 


憩一微 
〇お連療 


/おさえめ運乾と I 
，覇一紛運転併用, 


細一微 
ろ微連続 


く弱--微運転> 
0 おさえめ 


<微連続運転> 

、 〇おさがお 

好 


:お 須一热 0弱一級が 

〇が運続 連療^ 

是 



•おさえめ運転…… 

……が気温が高いときやルをな部屋でお使いのとを、 r 微」燃焼でも r 設定室温」よ 
り上がることがあります。 

このようなときは r 設定室温」より約3で上がると自動消火し、「設定室温」ま 
で下びると自動点乂して、室温の上びりすぎをおさえる運転をしまず。 

♦現を室温び設定室温より高いと田よ「運乾ボタン J を押してを点火しません。 

(運転ランプは点巧する）室温が下げれば自動的に点火しまず。 

• r 消火」の制御び加わるため、点火-消火時に匡がに臭気が出ます。 

ご近所に迷惑がかかるとさは「おさえめ連転 J おやめください。 

♦弱一微運乾……… 

，…… r 強，中 J 燃焼をカツトした r 弱*微」燃焼の制御となりまず。 

•看先、 秋口、および暖房する部屋を2部屋から1部屋にするなど狭くした場 
合に適します。 

•樹連続運転……… 

……室巧温度、設定室温に関係な<、「微燃焼」の静かな運乾を続けまず。 


^ U •「おさえゆ」運転と r 弱*-測運転は併巧できますが、「微連続」運転は併用できません。 

> •「おさえめ」•「弱""微」運転は t ットを解除しないかぎり切ポタンを押してち記憶しています。 
U t C - 1_ 「微連続 j 運転は切ボタンを巧ずとセットは解除します。 


チャイルド□ック お子様のいたず5操作を防止しまず。 



/r 




橘 


1 




A 


ピピピピピ 



〈セツトのしかた> 

惇止中に、切ボタンを5秒 LU 巧に5回押ず。 

• □ツクされ、チャイルド□ツクランプげ点灯して、 
すべての操作がでさな < なります。 

<稱除のしかた> 

運転ボタンを5秒 LU 巧に5固巧ず。 

•ロックび解除され、チャイルド□ックランプが消む 
します。 
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使用方法タイマー運転 


現在時刻のセット 



設趕遍 

現在き遍 


1 

善 

jn 

午を 

1 

參 

JU 


室温/時刻合わせ 



(圳）午を1時30分に合わ巧る場合 


7 時刻設定ポタンを巧ず 

ク 時刻合わせボタンを巧し、時刻を含わせる 

•(旁)(時）を巧すと1時間ゴつ進みます。 

@(分)を押すと1分づつ進みます。 

•巧し続けると連続して進みます。 

3 時刻設定ポタンをもう一度押ず 

コロンが点灯し、煩を時刻がセットされまず。 

•長期間の使用で時計がずれることがありまず。 

その場合は現な時刻をセットしなおして<ださい。 

• 覃源ブラグを抜いたとさや停竭時には、現在時刻、 
おはよ5タイマー運転時刻の記憶が解除されまず。 
そのときは再たットしてくださし、。 


おはよラタイマー運乾の方法 



午前 罔 


現在き湿 




7 おはよラタイマーボタンを押す 

•おはよラタイマーランプが点滅し、デジタル表示に 
暖めておきたい時刻を表示します。 

•初めてお使いになるとをは、午前日時00分を表示し 
よ9 0 

ク 時刻合わせボタンを押し、暖めておきたい時刻を 

合わせる 

•おはよラタイマーランプが点滅中に時刻を合わせて 
ください。 

•合わせかたは現な時刻の合わせかたと同じでず。 

•時刻を合わせたあと、おはよラタイマーランプげ10 
秒間点滅した藥自動的に点灯に変わると、おはよラ 
タイマー運おびセツトされます。 

•時刻を合わせるまえに、おはようタイマ~ランプび 
点滅か5点巧に変わったときは 1 か5やり直してく 
ださい。 
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(例）午前6時30分に緩める場合 




おやずみタイマー運起の方法 


7 「おやずみタイマーポタン」を神ず。 



「運転ランプ」「おやずみタイマーランプ」が点巧し、 
通常の点乂が巧われまず。 

•消火したいときは r 切ポタン J を、運転を続けたいと 
をは、「運転ボタン」を巧して<ださい。 

2 1時間運転した後、自動消义しまず。 

•「おやずみタイマーポタン」を再度押すと 、その時烏 
から更に1時間運転します。 


運転中に「おやずみタイマーボタン J を押ずと、そのまま運転を続け1時間後に自動消火します。 


自動扁乂ずる 

お部屋の温度、前回の運転情報等を加巧し、 
セット時刻の10〜60分前（お部屋の温廈が 
ないほど早 <) に運転を始めまず。 

運転を開始すると、運転ランプが点巧し、 
デジタル表示は室温表おにな D ます。 


♦セツトした時刻は記憶されまず。 

同じ時剔で運転するときは、おはよラタイマーボタ 
ンを巧すだけで運転でさます。 

春すぐに運転したいときは運範ボタンを、停止したい 
とさに切ボタンを巧してください。 


夕 

イ 

7 

I 

運 

転 



* セット转刻を変更したいときは、再セットしてくだ 
さい。 


參運お中におはよ5タイマーポタンを巧すと一度消火 
し、デジタル表示された時刻のおはよラタイマー運 
転にな0ます。 


♦おはよラタイマー運転中に運転ボタンを巧ずと、こ 
れっきりボタン運転にな0ます。おはようタイマー 
ランプは消巧します。 

* おはようタイマーボタンを押したとさデジタル表示 
に直国国！が表おされた場合は、現を時刻びセット 
されていまだん。 

現を時刻をセツトしてからおはようタイマー運転を 
セットして< ださい。 
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使用ち法タイマー運転 

おやすみ • おはようタイマー運乾の同時使用方法 

1 r おやずみタイマーボタン J ぞ巧す。 

「おやずみタイマーランプ J 「運起ランプ J が点灯し、 
通常の運乾が始ま0ます。 

運転中でもこのセツトは巧能です。 


2 「おはよラタイマーボタン J を巧ず。 

「おはよラタイマーランフ」が10秒間点滅したを、 
点灯に変わります。 


3 1 時間運賠したを、自動消火しまず。 

「おはよラタイマーランフ」のみ点口しでいまず。 


4 セット時刻より前に自動的に運転び始まり 
cr 運転ランプ」が点巧ずる）、セット時刻には 
お部屋び暖まっています。 

「おはよラタイマーランプ」はセツト時刻になると 
消えます。 


•停止中は r おやすみ」 • r おはよう」どちらのボタンを知〔巧してセットしても、運転動作は変りません。 

♦運転中に r おはよラタイマーボタン」*「おやすみタイマーポタン」の順で巧ずと、一度消火してか日「おやすみ 
タイマー運乾」、テのを「おはようタイマー運転」となりまず。 

また r おやすみタイマーポタン」‘ r おはよラタイマーボタン」の順で巧ずと、そのまま消火せずに r おやすみ夕 
イマー運乾」 （1 時間）を続け、その後 r おはよラタイマー運転」となります。 

♦同時使用するとき1時間政巧の r おはよラタイマー運乾」のセットをしてち r おはよラタイマー運転」はしません。 

•「おはようタイマーポタン」， r おやずみタイマーボタン」の順で押ず場合、「おはよラタイマーランプ」が点滅 
中に「おやずみタイマーボタン」を巧してしま〇と、「おはよラタイマー運転」はおットごれまだん。 
「おはようタイマーランプ」び点抑こ変わつてから「おやずみタイマーボタン」を押してください。 


\|/. 




〇 


タイマ— 


参まょ乡 




心 、公/ 

'/|$ィマこ/|\\ 


食神马呼ぅ) 


貧 


ボタンセツト時のごま意 
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安全装置 


異常び生じたとさ作動して自動消乂しまず。 

切ポタンを巧し（表示はミ肖えまず)、処置をしてください。 

原因びわか 5 ないときや、処置をして点义操作をしても運転しないときは、お買い上げの販売店にご 
相談 < ださし、。 


おを装置 


作動の原理 


デジタル表示 


処 


置 


巧袋自動消乂 
装 置 


>お震(約震度5 1 U 上)のとを 
>強い振動や衝擊を受けたとき 


3 


本体と周囲に異常がないことを 
確かめる 


過熱防止装置 


>温風フアンガードにほこりが 
たまつたり、カーテンなどで 
ふさがれたとを 

>前方に障害物がある 


または 


ほこりやカーテン、障害物など 
を取り除く 


>壁面との間が狭い 


E 0H 


規定の間隔をとる 


>溫風フアンのな障 


修理を依頼ずる 


停電きを装置 


>停電したとき 
>電源プラグが抜けたとさ 


ずべてのランフ 
が消阿 


巧通電後、本体が尚えるまで待 
つでか5点火操作ずる 

タイマーなどセツトしなおす 


>点乂 S スのとさ 


ちラー度点火操作ずる 


•油切れのとき 
(別設ミ由タンク使用の場を） 


給油ずる 


点火をを装置 
燃焼制御装置 


>電磁ポンブが故障したとさ 


修理を狼頼ずる 


•不良巧油を使巧したとき 


か 


ミ由受け皿巧の油抜ををずる 


>定油面器がセツトされてい 
なし、 


定油面器をセットする 


取扱編 


タイマ—運起 


使用方 


安全装置 
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点検-手入れ 


必ず消火し、本体が冷えてから行なってくださし、。 


曰常の点検-手入れ 


•曰常の点巧-手入れは必ず巧なってください。 

*イヒぎぞうきんをご使用の席は、そのま意害にしたがってください。 

* バーナが、電気部 5 S 、 対震自動消火装置などは、絶紳こが解しないでくださし、。 
修理は高度な技術を要しまずので、必ずお買い上げの販売店にご巧巧ください。 


使用ごと 


本化の周囲 油扁れ、油のたまり、油のにじみ 

■燃えやすいものびあったら取り除く。 •置台、ストープ本体などに油漏れ、油のたまり、油のに 

* 力ーテンは近づけないようにする。 じみびないか点検する。 

•ふをとってら同じところに油漏れ、油のたま0、油のに 
じみびできる場合は、使巧をやめてお買い上げの販売店 
に修理被頼ずる。 


週に1回 ULb 


送風傑ガード 

ほこりが巧着しているときは、背面カバー让)を 
はずし、掃除機で吸い取る。 



本体表面*温風吹出 □ 

W まこ0び巧着しでいるときは、ふをとる白、掃除機で吸い 
取る。 

* 異物がはさまっているとさは、割ばしなどで取り除く。 



月に1回む上 


オイルフィルタ 


給油口 □金 
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ごみで目詰ま0しているときは、 



されいな口油で 
すすざ洗いする。 


オイルフィルタ 


油受け皿 


適気口びごみでのさびれているときは、針などで取り除く。 



シーズンに1回じ1上 


油受け皿の水巧を 

参油夏け m にがびたまると、給油タンクに巧油げ入っていてち点火しません。 

次の要領で油受け皿の水抜きを行なってください。 

* 変質巧油、不純口油を誤って使用してしまったときは、油受け虹の®抜さ、水抜きをおこなった後、新しい良 
質の幻油で清掃して < ださい。 



3 



巧けきらなかった水(な巧） 
は、付属のスポイトを左前 
方側に深く差し込んで巧を 
とる。 


スポイト 
油受け皿 
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ミ由受け皿内に巧這して 
いる水をみきと D . 才 
イルフィルタ、洽巧夕 
ンクを取り巧ける。 


手 

入 

れ 


異物が入ったときの処置方法 

ストーブの巧部に異物などが入りまずと、故障や火災の原因 
とな0まず。 

特におモ樣が攝風吹出□グリルより紙やプラスチックなどを 
入れることがありまずので、じゅラ分注意してくださし、。 
ちし異物び入ったとさは、消火して本体がよく冷えてか5雲 
源フラグを巧き、フ□ントカパーを外して取り除いて<ださ 
い。 

•フロントわバ〜は國のように止ゆねじに本）をドライバー 
でがし、 手前に引をなが5下に下げると取0がせます。 



に本) 
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点検-手入れ 

給排気筒…月に1回 


* 給排気筒先端がを等で覆われていれば取り除く。 

參給排気筒先端の周固に可燃物などびあれば取0除 

<。 

* 異物やごみなどで詰まつていれば取り除く。 

•給気、排気の接続部びがれていたり、ゆるんでい 
たり、臭いがした0、まわ0びすすけてきたとさ 
は、すぐに使用を中止し、お買い上げの販売店に 
ご相談ください。 

•本体を郁合により動かした場合（置替え、じゅう 
たんの張り替え、収納、再据巧けなど）には、必 
ずお買い止ばの販売店に点検および再据付けをご 
用命ください。 


■チェック ポイント 
•排気管おさえはついていますか。 
•抜け止め金具はついていますか。 



お f 気舊おさえ 


おけ止め金員 


お拼気筒 


お願し、 

熱交換器、パーナ内の違掃、パーナ内に袖が遇ったときの油巧を、忠由面器のストレーナのぉ手入れ、 
点乂ヒータの点検•交換等は、分解•手入れに高度の巧術を要しますので、必ずお買い上げの販売店に 
ご依頼 < ださい。 


別設油タンク使用の場合 

•油タンク巧に水（ドレンという）げ灑っでいないか点横し、がげ溜っているときは、油タンクの取扱説 
明書を参照して水抜さをして < ださい。 

* 本体と油タンクを結ぶ r ゴム製送油管」にひび割れがないか点検し、異常びあればお買い上げの版売ち 
に交換を依頼して < ださい。 

なお、コム製忠由管は経年劣化します。3年に1回は新しいものと交換してくだごい。 


定期点検 


長期間ご使用になりますと、万一の事故を未然に防止ずるためと、快適にご使用いただくために機器の点榜 
が必要です。1シーズンに1固程度シ~ズンの終了後などにお買い上げの販売店、または修理資格ち〔(財) 
曰本石油燃規儀器保守協会 （ TEL 03-3499-2928) で巧ラ}ま術管理講留会修了ち（石油機器 f 支術管理±)〕など 
のいる販売店等に点検依頼されることをおずずめしまず。馬巧-修理についての費用など詳しいことは販売 
店にご相談 < ださい。 
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故障•異常の見分け方と処置方法1 



燃焼のぐあいの悪いときは、次の表を参考にして調養、処置してください。 

ご不審な慮がありました5ただちに使用をやめて、お買い上げの販売店にご巧發ください。 


\ 現を 

原 因 

油 

が 

で 

な 

い 

点 

乂 

し 

な 

い 

炎 

が 

大 

定 

< 

な 

ら 

な 

い 

ス 

ス 

逼 

出 

る 

燃 

焼 

立 

高 

は 

ば 

し 

い 

油 

が 

を 

れ 

る 

巧 

流 

用 

ち 

風 

機 

が 

回 

ら 

な 

い 

炎 

が 

巧 

定 

し 

な 

い 

点 

乂 

を 

し 

ば 

ら 

< 

し 

て 

消 

乂 

し 

た 

処置ち法 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

油タンクに油びない 

• 

馨 







• 

巧油 (JIS1 号灯油)を給油する 

9 

定油面器の故障 

• 

• 




参 



• 

販売店に修理を依巧する 


定油面器がセットされていない 

着 

善 







参 

お油面器セットレバーを 2 〜 3 回 
巧し下げる 

10 

ミ由配管の締がけが不完を 

• 

参 




• 




販売ちに依頼して、巧実に締巧け 
てをらラ 

… 

給排気筒がす完全、排気管ま 
たは給気ホースががれている 


• 

• 

• 

• 



• 


販売店に依おして、正し<設置あ 
るいは取 0 付けてち 5 ラ 

22 

電源フラグやスイッチがホ完全 

• 

• 


• 



• 



販売店に修理を依頼ずる 

— 

停電 

• 

参 





• 


• 

通電ずるまで待つ 

13 

總焼用送風傑の化括 


• 


• 

• 



参 

• 

販売店に修理を依頼ずる 1 

— 

燃焼用送風傑の羽板にごみや 
ほこりび付着している 




• 

• 



• 


販売店に修理を依頼ずる 


巧流用送風おの故廣 







壽 


春 

販売店に修理を依頼ずる 

一 

電磁ポンブの故障 

• 

• 

• 

• 

• 



• 

• 

販売店に修理を巧頼ずる 

一 

点乂ヒータの巧盾 


• 








販売店に修理を巧頼ずる 

— 

制御部品の故障 

• 

• 

• 

参 



• 


• 

販売店に修理を依頼ずる 

— 

油タンクの据付け高さがおい 
(別設油タンク使用時） 

• 

• 






• 

• 

ストーブ本体と同じ高さの床面に 
置< 

39 

ゴム製送油管に空気が入って 
、いる（别設油タンク使巧時） 

響 

• 






壽 

• 

送油管を振って空気を巧く 
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点検•手入れ/故障*異常の見分け方と処置方法 
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故障かな？と思ったら 


次のよラな現おの場合は異常ではありません。下表を参考にしてちラー度確認してください。 


現 象 I 

確認事項および理巧 

厚電等により醒源が一時切れ、再通電して 
も運転が両開しない 

自動的に運乾は再開しない構造になっていまず。 

ストープび冷えていることを確認してか5運してください。 

(気がかないよラな瞬時の惇電でも運転は再開しない） 

おはよラタイマー運転をしたがセツトした 
時刻になってを点火しない 

•運転ポタンを巧して、運起するか確かめてください。 

♦途中で傳軍があり、おはよラタイマーのセツトが资除されたた 
めでず。点义する席は運転ボタンを巧してくだをい。 

点义時や消义時にキシ S 音がする 

パーナ部、热交換器等が膨張、収縮ずる音で、む配ありません。 

初めて点火したとさに、においが出る 

塗料などの焼けるにおいでず。においがなくなるまで（強觸焼で 
約30分ほど）窓をあけて運転してぐださい。 

運乾や、ストーブび消义した 
(運転ランプは点なしている） 

室温センヴーびはた5いて消火したをのです。 

室温が下がれば再ぴ点乂しまず。 

室温び常に一定でない 

室温調節は、お焼の"強•中•弱•微-消义"によって巧いまずの 
で、室温はみ少上下動します。 

巧みの室温になりに<い 

設置条件などによ0、室遍センヴー部の温度とお部屋の温度に違 
いがあるたゆでず。室疆センヴーの巧置を移動してくだごい。 

(38 ぺージ参照） 

燃焼中にストーブが消义し、再点义操作を 
してち乂びつかない 

灯油がなくなり、油切れ巧知装置が働いていまず。 

給油し、再点乂して<だ立い。 

使用中や消乂後でち、とさどを r ポコポコ」 
といラ音がずる 

ご使用中は、給油タンクか5油が出るときに、空気が入る音でず。 
消义をでち音がずるとをは、室温のを化によってタンク巧に空気 
が入る音でず。故居ではありません。 


故瞎-異常をデジタル表示でお知らせしまず。 


四题|• LiJI ^ J •屈蝴• ra 國• LiJ 剛•[ Il 幽 

と表示され、プヴーび鳴ったとさはお障です。 

お買い上げの販売店に修理を依頼ずるときは、表示値をお知5せください。 

~ I 广一/| ■ [ ~~ ] [^1 ■ [ ~1 [3 ■ [2 1円 ぴ表示されたとさは、異常が態でず。 

19ページを参考にして姐置して < ださい。 

• r 切ボタン」を巧すと、故障•異常の表おは消えます。 
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部品交換のしかた 


長期間の使用による部品劣化などで部品交換びお要なときは、お買い上げの販売店•または最寄りの r 日立家電 
品 ご 相談 窓口 J にお問い合わせいただき、じ財）曰本石油燃焼 磯 おな守協を ( TEL 03-3499-2928) で行ラ技術管理講 
習 会 修了者(石油な器技術管理 ±)など〕のいる販売店などに依頼されることをおずずめしまず。 

* パーナ部、電気部話、对震自動消火装置などは、絶対に分解しないで<ださい。 

* 交換部品（消转部品）は、必ず曰立湿風クリアヒーター用の純正部品をご使用ください。 



保管 應期間使用しない場合） 

シーズンオフには、つぎのよラなお手入れをして、設置したままで保管してください。 


1 保管前に 

特別な理由のない限0、ス I -ープを取りがしておしまいにな5ないでください。 

やむをえず取がした場合は、巧シーズンは必ずお買い上げの販売店にお賴して、給排気筒などの接続部を傷 
めないよう、確実な握付けを行なって<ださい。 


故 

障 

か 

な 

? 

と 

思 

た 

ら 

/ 

部 

品 

交 

換 

の 

し 

か 

た 


クス トープの清掃をずる 

•ストーブ外側のよごれやほこり等を、されいに掃除して<ださい。 

•ストーブ巧部の清掃は、必ずお買い上げの販売店に依頼してください。 


3 油を除去ずる 

給油タンクおよび油受け冊はか6にして k 巧部にごみや水（ドレン）が残5ないよラきれいな'な油でよく洗い、 
乾燥ごせてくだごい。 

ごみや水び入つたまま保管しますと、サピの発生や巧あきの原因とな0ます。 


4 保管ずる I 

■電源フラグをコン t ントから抜いでください。 

•ストーブには、ほこりなどび入5ないようなカバ~をかけて保管して<ださい。 

なお、別売部品に本体カバー （ KHC -40) びあ0ますので、ご利用ください。 
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仕様 


形式の呼び 

KH - B 45 D 

KH - B 55 D 

種 類 

ポット式-強制対流お-強制給排気形 

点乂 方式 

電気点火 

使 巧 燃料 

灯油 ( JIS1 号打油） 

暖房出力 

最大 

4.50 kW • 16,200 kJ/h 

5*47kW- 19,670 kJ/h 

最か 

1.94kW- 6,990 kJ/h 

1.94kW • 6,990 kJ/h 

発熱量 

熱効率 

m ス 

18,930 kJ/h 
熱効率； 85,6% 

22,970 kJ/h 
熱効率： 85.6% 

最小 

8,150 kJ/h 
熱効率： 85.8% 

8,150 kJ/h I 

熱効率： 85.8% 

燃料消費量 

最大 

0.51lUh 

0.62L/h 

最小 

a22L7h 

0.22L7h 

油タンク容量 

5 L 

が お 寸法 

高さ 650mm 幅 562mm 奥行 320mm (置台を含む） 

質 量（重量） 

25.5kg 

電源電圧巧び周波数 

100V 50/60HZ 

定格消費電力 

最大(点火時）： 96/89 W 燃焼時： 35/40 W 

給排気窩の型式の呼び 

KT-3S 

給が気筒の呼び径 

D 40 

お挑気筒の壁買通部の孔径 

65〜 70nim 

排気 温度 

260た!; TF 

電流ヒューズ 

7 A 

安全装置 

巧震自動消乂装置-過熱防止装置-停電巧を装置-燃焼制御装置-点乂安を装置 

附属 品 

置台.外フランジ-フランジパッキン-絶縁シール.本体固定金員 （1) 

背面カバー(一式） • スポイト-別設油タンク用ニッスレ‘エアダンパー巧） 

ねじ （20mmx4 * Smrnxl)* ゴム栓.譯翼用ねじキャップ 


■給排気筒接続部0リング： J IS 目24014種 D P 39 


がお寸法図）単位 ： mm 


530 、 



f I I I u し J I ^ 

I 

良 

の 

~~■■ : 




— 562 3 
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保証とアクターヴービス(がすが旨みくださし、; 


保証書（別添) 


補修用性能部品の保有期間 



保証書は必ず r お買上げ曰-販売店を」等の記入をお 
確かめのラえ版売店か5受け取っていただを，巧客 
をよくお読みの後、大切に保巧してください。 
♦保証期間は、お買い上げの日から1年です。 


密巧式石油ストーブの補修巧性能部品の保有期間は、 
製造巧切0を7年でず。 

補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するた 
めに必要な部扇です。 


修理を依頼されるとき は) 出張修理 I 


修理料金のしくみ 


修理を依頼される前に r 故障•異常の見分け方と処置 
方法 J (のページ）および「故障かな？と思った5」 
(24 ページ）を調べていただき，なお異常のあると 
きは、故障や事故防止のため、ごを用を中止し、コ 
ンセントから電源プラグを巧いて必ずお買い上げの 
觸売店にご連絡ください。 


01 結していただきたい內容 J 


品 を 

曰な温風クリアヒーター 

形式の呼び 

KH-B45D または KH- 目日 5D 

お買上げ日 

年月日 

巧障のが況 

できるだけ員が的に 

ご住巧 

付近の目印等ち含わせて 

おち前 


電話番号 


訪問ご希望曰 



’《形式の呼びは、本が側面の銘板に表おされていま 
す。 


( T 保証期間中は） 

修理に瞭しましては保証書をご提示<ださい。 

保記書の規定にがって販売店が修理させていただ寺 
まず。 

〇呆話期間びずぎてい るときは） 

修理すれば使用できる場含には、ご巧望により修理 
させていただをまず。 


修理料金=技術料+部品げ+出張料でず。 

仕 

様 

/ 

保 
話 
と 
ア 
フ 
夕 

転居されるとさは I ふ 

ご転居にょりお買い上げの販売店のァフターサービ 
スが受けられない場合は、前もって販売店にご相談ス 
ください。ご転居巧での曰立の家耍品取扱店を紹介 
させていただをます。 

なおこの製品は再据付工事が必要となりまずので、 
転居先の販売店にごキ目談、ご用命 C ださい。 


技術料 

故障した製品を正常に修復するための料をで 
ず。技術者の人件費-技術教育費-測定機器 
等設備，一般管理費等が含まれていまず。 

部品げ 

修理に使 ffl した部晶巧をです。その池修埋に 
巧帯ずる部村等を含む場合をあります。 

出張料 

製品のある場所へ巧術者を派遣する場貪の費 
用でず。別途お車料金をいただく場含ちあり 
まず。 


ご不明な点や修理こ関するご相談は 


点検，修理，巧据付けに関ずる相談並びにその費用 
など、ご不明な点は、お買い上げの版売店または別 
紙 r ご相談窓□一賛表」の窓口にお問い台わせ < ださ 
し、。 
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獄寸け 


据付け場所の選定および標準振付け例 


* ストーブの据付けについては、火災予防条例、電気設備に関する技術基準、石油燃焼構器の設置基準等 
による規制がありまず。 

工事編の「巧をのたゆおずお守りくださし y をお読みになり、販売店またはお付け業ちとよくキ目談して 
<ださい。 

•標準据付け例については30ページを参照してください。 


据付け後の確認 


据付けが婷わ〇ました5、ち5—度工事編の「巧をのためおずお守りぐださい」をお読みになり、工事 
編に記載されているとおり据付け5れているか確認してくだをい。 


試運乾 


試運転は献売店または据付け業者とご一緒に必ず巧なって<ださい。 

国運 転準備（詳しくは8〜10ページを参照してください。） 

•給油タンクまたは別證油タンクに灯油 （ JIS 1 号む油）を給油して<ださい。 

•電源ブラグがコンセントに差し述まれているか確認してください。 

♦ち下にある定油面器セットレ/て一を2〜3回巧し下げて < ださい。 

•ス1-ーブの下部（置台の上)などに、油をれや油だま0がないか確かめてください。 

■別設油タンクを洩用のときは、油タンクの送油バルブを開き、一度ゴム製送油管を振って空気抜きをしてお 
いてください。 （3 ム製お由管巧に空気だまりがあると油げ流れません。） 

■運 乾（詳しくは11〜18ぺージを参照してください。） 

•初めてお使いになるときは、ミ由が定油面器に入るまで5分ほどかかりまずので、点火するまでを少時間がか 
か0ます。 

•試運転時、塗装の焼けるにおいがずることがあります。30分ほど窓を開けて運転して<ださい。 

•運転ボタンを巧してか5約4分30砂たちますと、自歐的に巧流用送風機び回って温風が出ます。 

•設定温度を変え、燃焼び変わるのを確認して<ださい。 

■消 义（詳しくは13ぺージをを嚴してください。） 

•消火操作をは約郎秒で火が消え、しば5くして温風ら止まることを確かめてください。 


I ：じ I 上で試運転は完了です。〕 
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工事説明書（工事編) 


据巧け工事の前に、この工事説明書をよくお読みのラえ正しく損付けてください。 
なお、この説明書は必ずな巧して<ださい。 


編 


安全のため必ずお守りください 


正しく、ををにお付けていただくために、この説明書では次のよラに区がして表示していまず。その内容をよく 
理解したラえで据巧けてください。 


A 警告 

この表示を無視して作業を誤った場合に、作業ちが、またはその作業後の不具合によ 
って使巧者が死 t • 重傷を負ラ可能性、または义がの可能性び想をされる巧容を示し 
ていまず。 

A 注思 

この表示を無視して作業を誤った場をに、作業若が、またはその作業後の不具合によ 
って使巧者び傷害を負ラ可能性や物的損害のみの発生が想定される内容を示していま 
ず。 


絵表示の意味 


この絵表をは「禁止」 
事項を示していまず。 


〇 


この絵表示は必ず 
実行していただく 
r 強制 J 巧容でず。 


么警告 


振付けや移動は販売店へ 
依頼ずる。 

♦ご自分で据巧けをされ不備びあると、 
废崔や火災の原回にな0ます。 


〇 


法令の薑準を守る 

火災予防条例、電気設備に関ずる技術 
基準、里気工事は指定の工事店に依頼 
する、など法令の基華を巧る。 


〇 


屋内給が気禁止 

必ず屋外に排気 
してください。 


>排ガスび室巧に 
巧満して危険で 
ず。 



0 


巧下給排気禁止 

移ず屋外に排気 
して < ださい。 


>がガスが室内に 
漏のて危険でず。 



かれ危険 

排気管-給気ホースと給桃気筒は確実 
に接続し、しっかりと固定してくださ 
し、。 


〇 


•風•振動-おをなどでがれたりすると、運転中に排 
ガスが室巧に漏れて危険です。 


給が気筒トップ開そく危険 

積雪のをいとをに給排気筒トップの周 
りが雪でふさがれない場所に設置して 
<ださい。 

また、板などによる「雪囲い」は給排 
気の妨げになるのでおやめください。 
■運転中に排ガスび室巧に漏れてち険でず。 


〇 


安全のため必ずお守りください 
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